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研究成果の概要（和文）：この研究は、ゲノム情報や視細胞の形態・生理変化に基づく加齢黄斑変性の僚眼発症予測モ
デルの確立を目的として計画された研究である。
3年間の研究期間全体を通しては、２眼目発症予測モデルに用いる予測因子の選定、一般的予測因子のデータ収集、ARM
S遺伝子のA69S多型をはじめとした複数の関連遺伝子からなる遺伝子スコアの決定、補償光学を適用した走査レーザー
検眼鏡の測定条件決定とデータ収集及び解析、で得られたデータを統合的に解析し、加齢黄斑変性の両眼発症の時期や
可能性の予測モデルを作成した。

研究成果の概要（英文）：In the research, we aimed to build a prediction model for the fellow eye 
involvement of age-relate macular degeneration using genome information, and physiological or 
morphological feature of photo receptor.
Throughout the 3-year research period, we corrected the general predicting factors, genotypes associated 
with AMD and images obtained with adaptive optics scanning laser ophthalmoscope. We analyzed the data 
comprehensively to make the prediction model.
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１．研究開始当初の背景 
先進国で最大の失明原因である加齢黄斑変
性に対する有効な治療方法が確立されつつ
あるが、いずれの治療方法も永続的な治療の
継続が必要とされる一方で、長期的な治療効
果の継続には否定的な報告が増えている。こ
うした治療の限界を踏まえると、著しく QOL
を損なう両眼発症症例の特性の把握や片眼
症例の2眼目発症時期や可能性の予測を行う
ことは、患者本人は言うまでもなく社会全体
にもたらす効果が大きい。 
 
今回の研究では、ゲノム情報や補償光学シス
テムを用いた光干渉断層計による視細胞観
察情報、電気生理学的情報を含めた統合的な
2眼目発症予測式の確立を目指す。 
 
２．研究の目的 
この研究は、両眼発症症例の性別・年齢や全
身疾患や生活習慣などの一般的な症例特性
に加え、ゲノム情報や視細胞の形態・生理変
化も組み入れた、加齢黄斑変性の 2眼目発症
予測モデルの確立を目的として計画された
研究である。 
 
３．研究の方法 
他疾患での疾患予後予測モデルも大いに参
考にしながら、加齢黄斑変性２眼目発症予測
モデル作成をした。予測モデルに用いる予測
因子の選定を行い、各係数を決定した上で予
測モデルを決定した。因子数（変数）が最大
のモデルと最小のモデルでの予測精度の違
いを検証し、可能な限り少ない因子数による
精度の高いモデルを決定した。3 年間の研究
期間全体を通しては、2 眼目発症予測モデル
に用いる予測因子の選定、一般的予測因子の
データ収集、ARMS 遺伝子の A69S 多型をはじ
めとした複数の関連遺伝子からなる遺伝子
スコアの決定、補償光学を適用した走査レー
ザー検眼鏡の測定条件決定とデータ収集及
び解析、眼球追尾型網膜電図の測定方法決定
とデータ収集及び解析、これらの収集データ
の統合的な解析を行い、最終的に加齢黄斑変
性の両眼発症の時期や可能性の予測モデル
を作成した。 
 
４．研究成果 
患者本人の著しいQOL低下や社会への経済的
コスト増大に繋がる加齢黄斑変性の両眼発
症に対し、可能な限りの備えに繋げ得るだけ
でなく、効率的な受診タイミングの決定にも
役立ち、逼迫する医療提供者の供給体制の整
備も副次的効果としても期待できる成果が
得られた。 
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